
1.5mm厚の麺帯12枚 =18mm

一般的な駒板の枕の高さ=最大30mm

握りのクリアランス=最低80mm

12枚タタミを30mmの枕高の駒板で切るためには、
最低128mmの高さが必要です。

庖丁の中心部に重心ゾーンを設定し、軽い庖丁をより軽々と取り扱えるように設計

徹底した軽量化と、美しくひきしまったフォルムを両立

寒山拾得・天地玄黄ブランドは、そば切りを知り尽くした、井上明デザインです

本職のための標準仕様尺一のほか、
尺二モデルも豊富

設計重量は750g未満
切れ味の鋭い片刃の性能を
極限まで引き出し
舞うような庖丁さばきで、
狙った細さに切り揃えられます

エルゴノミクス（人間工学）を
駆使したハンドルデザイン

人間の関節構造から導いた理想的な庖丁操作軸
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